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市民交流カフェをはじめるわけ 

大和市民活動センターの 1 階フロアーの中央には、だれ

でも自由に無料で、予約なしに使える「市民交流スペース」

があります。 

 予約した会議室の使用前後に時間調整や打合せに使って

もよし。市民の方の市民活動ブースである「部室」や起業

家支援スペース「リゲル」を利用している方が、ちょっと

休憩に使ってもよし。ちょっとしたミーティングや待ち合

わせにも使え、そんなフリースペースですが、中学生、高

校生が年間をとおして勉強しているという利用形態が一般

的です。 

そんなフリースペースのある「大和市民活動センター」

は大和市協働事業（行政提案型）として拠点やまとと市民

活動課が協働運営していますが、今年 11 月で開館 20 周

年を迎えます。 

 これまで、さまざまな分野の市民活動を推進し、市民活

動団体が出会い、つながり、共に育つ「共育：ともいく」

する場をコンセプトに運営して来ました。2018 年 4 月 1

日に「市民活動拠点ベテルギウス」にその場を移して、場

の提供を行っています。 

 このような中、昨年 5月から新型コロナウィルス感染症

も 5 類感染症に引き下げられ活動の制約がなくなり、この

たびの開館 20周年を迎えるにあたり、「市民交流スペース」

の意味を問い直し、活気ある場所を生み出そうと「市民交

流カフェ」をやってみることにいたしました。 

 こどもたちや、わかものと言われる世代のみなさんに、

市民活動センターに来てもらうにはどうしたらよいか。市

民活動ブース「部室」の利用団体のみなさん同士の交流、

やまと起業家支援スペース Rigel 入居者の方とも交流して、

化学反応を起こしてもらいたい。こんな想いもありまして、

市民交流カフェをオープンいたします。 

  

カフェオープン日は、基本的に第 1土曜日及び第3水曜

日の 15:00～17:30。みなさん、ふらっとお越しください。

8 月までの開催予定日はつぎのとおりです。 

6 月 19 日（水）、7 月 17 日（水）、7 月 29 日（月）、 

8 月  3 日（土）、8 月 21 日（水） 

 センターの事業等の都合により、開催曜日が変更にな

る場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも市民活動センターを利用している団体には、この時

期、登録更新をいただいています。その更新申請書の中に

2023 年度を振り返って、感じたこと、思ったこと、今後に

つなげたいことを書いていただいていますが、今号では、そ

のコメントを一部ご紹介いたします 

 
 
コミュニケーション“談” 
 
今年も参加された方から、お子さんたちのことや親御さ

ん自身のことを聞くことができました。参加者のお子さん

たちは、15 歳から 20 歳くらい。自分で動き始めている人

もいれば、まだ動けない人もいます。が、親たちは、自分

のやりたいことやできることをされています。コロナ禍も

終わっては来ていますが、何かにつけ、受けた影響は大き

いように思います。メンバーの感想です→「市民が気軽に

使える場があることが大切だなーと思います。おかげでこ

こまで、活動が続けてこられました」これからも無理せず、

メンバー一同、続けていこうと話し合っています。 

大和南京玉すだれジャグリングクラブ 
 
大和市民活動センターの動画（大和南京玉すだれ演芸の

会）の反響がおかげ様であり、さらに大和市民のみなさま

にみていただくようにしています。カッコーフェスタもコ

ロナ等でお祭りがなく、昨年はマジック、踊り、南京玉す

だれとお祭りも楽しく披露でき、会員の方も喜んでおりま

した。代表者も、大和市民の更に若い方に大和南京玉すだ

れを伝承していく努力をしてまいります。 
 

やまと国際フレンドクラブ（IFC） 
 
 コロナ禍でできなかったことも、す

べてできるようになり、ようやく日常

に戻ってきました。夏のまなべ～るで

は、大和翠会の岩本先生にご協力をい

ただき、茶道体験を行うことができ4か

国の方が参加され、高校生ボランティアと共にとてもよい

学びの場となりました。今年度は、インターナショナルパ

ーティを新たな試みとして、Internanional Cooking Party と

題して、シリウスの調理室で行いましたが、20 名近い方

が参加して、肉まん、ブラジルのサラダを作りながら交流

でき、やはり食は国際交流の原点だと実感しました。

2024 年度もこの形で発展させていきたいと思います。今

年度もこれまでの経験を生かして、オリジナリティーのあ

る活動をしていきたいと思います。 
 

 
特定非営利活動法人 WE21 ジャパン大和総会 

（5 月 24 日 桜ヶ丘学習センター） 
 

2023年度の事業報告として、

民際支援事業（アジアの人々の

生活向上と自立のための活動支

援）をはじめとして資源のリユ

ース・リサイクルを推進する事

業、広報活動、平和な社会実現

に向けての活動、他の市民団体と、企業や事業者との連携

など多岐に渡る活動報告がされました。その活動を元に実

施された東南アジアから日本まで多くの団体への支援・助

成報告を伺い、改めて民際支援事業の素晴らしさに胸が熱

くなりました。総会終了後の第 2部 WE講座 テーマ～『ご

はんのおかわりはなしだよと言っているの」という声から

始まったフードバンク活動～（講師 特定非営利活動法人

さくらの森・親子サポートネット理事長 伊知地るみさん）

では、こども食堂の発足から今に至るまでの想いと現状報

告がありました。総会から講座という一連の流れを経て全

ての根底には他者への想いがあり、より内容の濃い活動を

継続する源になっていると感じました。大きな学びを得て

感謝です。                 （辺見） 
 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人ワーカーズ・コレクティブ ケアびー

くる第 27 回通常総会（5 月 19 日 大和市保健福祉センタ

ー 講習室Ⅰ・Ⅱ） 
 
「ケアびーくる」の総会に

出席させていただき、コロナ

が落ち着き利用者が増大する

中で、運転手不足が深刻な問

題となっていることがよくわかりました。利用者さんのご

要望には、しっかりとお応えしたいが、非常に厳しい状況

が続いていること。さらに、運転手不足の影響は色々な業

種に広がっているため、その影響も受けていること。その

ため、これまで運転手の年齢制限を 75 歳としていたとこ

ろも、年齢制限を延長するようになっているとのお話があ

りました。特に、過疎地の個人タクシーについては、80

歳まで運転できるように法改正が行われたとの説明には、

参加者されたみなさんが大変驚かれていました。 

人生100年時代を迎える中で介護を必要とする人、また

障がいを持っている人などを、安全で利用しやすい移動サ

ービスを行うために、「ケアびーくる」が懸命に取り組ま

れていることに感銘を受けました。総会は、私自身もいろ

いろ考える貴重な経験となりました。     （白井） 
 

「ワーカーズ・コレクティブケアびーくる」は、大和市を中心に外

出介助サービスを行っています。外出準備や外出先などでの付き添

い、トイレ介助、車いす介助等もＯＫ。通院や通所だけでなく、リ

フレッシュのためのお出掛けもできます。少人数でしたら、ご家族

などとの同乗も可能です。音楽会やお墓参り、冠婚葬祭など幅広く

ご利用いただいています。（団体 HP より） 

 

特定非営利活動法人桜の森・親子サポートネット 

第9回通常総会（5月26日 みんなのスペースわにわに） 
 
子育てにおける「子どもも大人もとに育ちあう場づくり」

に強い想いを持って活動されていました。 

総会資料はしっかりと整理されていて、きめ細やかな活

動をされていることがよくわかりました。更に活動を充実

させるために、各活動の課題などを洗い出し、それをフロ

ーチャートなどで可視化することにより、みんなが同じ方

向に向かって連携していることがよくわかりました。 

 また、「赤ちゃん食堂」などの新しい取り組みもチャレ

ンジするなど、みなさんのパワーを強く感じることができ

ました。一方、開会の絵本「あさいち」や、日頃の園児の

姿を映した映像を見るみなさんは優しさに溢れて、喜びや

幸せを感じられているよう

で、とても微笑ましく感じま

した。 

ただ、男性の出席者は、私

と地元自治会長の 2 人だけで

したので、少し恥ずかしかったです。でも、みなさん大変

優しくしてくださり、最後は照れながら一緒に集合写真を

撮りました。                （白井） 
 
就学前の子どもと、お母さんお父さんなど保護者の方のひろばで

す。子どもを連れて、ゆっくり、のんびりできる場所、困ったな～

どうして？が言える聞ける場所。サンダル履きで行ける近所の実家

のような場所になるといいなと思っています。子どもたちの絵本や

おもちゃだけでなく、子育て中の方に読んでもらいたい本なども置

いていますよ。（みんなのスペースわにわに HP より） 
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市民活動センターの市民交流スペースに、月２回開きます 
 

ドリンク、インスタントコーヒー

などをご用意していますが、本や

漫画、ゲームなどを用意している

ので、自由に遊んでください。 

いまなら、大和市にご縁がある村上もとかさんの漫画単行本

「RON 龍（全 42 巻）」が読み放題。スポーツスタッキング（写

真上右）で、キミの運動神経も磨けるよ!! 

「厚生労働省は6月5日、2023年の人口動態統計を公表した。 

1 人の女性が生涯に産む子どもの推計人数を示す合計特殊出生率

は 1.20 で、22 年の 1.26 を下回り、過去最低を更新した。 低下

は 8 年連続。 東京は 0.99 で、全国で初めて 1 を割り込んだ」こ

んな中、将来を担うこども、わかものは責任を背負うのに、なか

なか社会に参画する機会が与えられてない。大人が考えている以

上にこどもたちは、社会のこと、地域のことを考えているのに。

お金の支援だけでなく、国は子どもたちが参画する機会を補償す

べきだと思う。                   （F） 

 

 
 環境保全の推進を図ると共に、アジアの人々の生活向上と⾃⽴に

寄与し、市⺠の環境・平和・協⼒等の意識の⾃覚を図っていま

す。リユースリサイクルを推進し、その利益でアジアの⼥性の⾃

⽴・⺟⼦保健・⼥⼦の教育に対する⽀援・⽔害・津浪災害復興⽀

援にも寄与しています。 

 この頁編集：船越英一、イラスト：望月則男 

5 月は市内で活躍されている NPO 法人の総会シーズ

ンですが、市民活動センターのスタッフが参加させてい

ただいたので、その様子を一部レポートいたします 


